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腹 部刺 創 に よ る 自殺 企 図 患 者 の 心 理
一 日本人の死の意識についての一考察一

人 見 佳 枝

近畿大学医学部附属病院メンタルヘルス科

要 約

切腹は日本人が普遍的に心に抱いて きた、名誉 を重んじる自死の象徴である。これは 「死によって

自己の最終責任 を果たす」 という日本人に共通の民俗のもとになったとされている。その象徴的な意

味とその変遷について、主に千葉徳爾氏の著書を引用 しつつ、腹部刺創による自殺企図患者について

検討を行い、その共通点について論 じた。腹部刺創における自殺企図患者においては、相手の目の前

で企図する、企図後の精神科的援助を拒否することに特徴があり、これらは男性に顕著であった。こ

れらは切腹が本来もっていた 「誠意を示す」「分かってもらう」といった意味合いと共通点を示す一方、

彼らなりの 「男 とはこうあるべ き」という、いわゆるmachismoと の関連 も伺われた。切腹 と現代の

腹部刺創を単純に比較することはもちろんで きないが、民俗学的な見地からながめた場合、切腹の象

徴的な意味は自殺企図全体に通底 していてお り、腹部刺創 も例外ではないものの、日本人の切腹に対

して持つイメージが変わってい くにつれて減少してい くのではないかと推察される。
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1.は じめに

切腹 と聞 くと、戦 国武将 が 自らの死 を華 々 し く飾ろ うとして行 った もの、江戸 時代 に行 わ

れた武士 の名誉 を重 ん じた刑罰 の一種、戦後 では、死 を賭 して世 間に何事 かを強 く訴える方

法 といった連想が浮 かぶ。 しか し、 この数十年来、切腹 に よる 自死が新 聞をさわがせ る こと

はほ とん どな くなった。我 々は時代劇 な どで、過去 にその ような慣習 があった ことを知るに

過 ぎない。

「イエ」 や 「世 間」 といった、かつての 日本 の社 会 を縛 り守 って もい た、基 本的 な枠組 み

の崩壊 に ともなう 日本人 の変質が指摘 されて久 しい。そ れでは 日本人 の心 にある切腹 お よび

それ を象徴す る もの は、現在 どうなって いるの だろうか。

著者 は大学病 院 に勤務す る精神科医 として過去10年 間以上 にわた り、 自殺企 図患 者 に関
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わって きた。彼 らの中には少数 ではあるが、腹 部刺創 に よ り企図す る者 が含 まれていた。

腹 部 を刺 して も容易 に死 ね ない ことは医学 に縁の ない人 に も想像 がつ く。10数 年前 にベ

ス トセラー とな り、 さまざまな論争 を呼 んだ 「完全 自殺 マニュァル」 に も、切腹 は焼死 とと

もに最 も苦 しく、死 にに くい方法 に分類 されている1)。

厚生労働省 の 「自殺死亡統計 の概況」 に よる と、腹部刺創 はその他 の項 目に分類 されてい

る。 したが って既死 に至 る数 はそ う多 くないこ とが分 かる2)。

情報社会 といわれる現在、「楽 な死 に方」 として紹介 された方法 はあっ とい う間にイ ンター

ネ ッ トを通 じて 日本 中に広が り、群発 自殺 となって社会 問題化す る。 このこ とを我 々は幾度

も経験 して きた。

その ようななかであ えて腹 を刺す とい う方法 を選択す る彼 らには、 どの ような臨床的特徴

があ るのか、そ れは 日本人の心 にあ る切腹 と関連が あるのか、 ある とすれ ば どの ように関連

す るのか について考察 した。

2.腹 部刺創による自殺企図症例の概要

2006年9月 か ら2009年6月 までの33ヶ 月の間に近畿大学医学部附属病院救命救急セ ン

ター(以 下CCMC)に 搬送された自殺企図患者は262例 であった。年齢、男女、事前の相

談の有無を表1、2に 示す。30歳 代、および40歳 代の者が多 く搬送 されてお り、男女はほ

ぼ同数で既遂者は男性に多い。事前に周囲に相談したという者は半数にとどまる。これらは

他施設による報告と大差ない。
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表1.自 殺企図患者の年齢別分布
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□男性 潔女性 襲誰かに相談した 奏相談しなかった 灘不明

表2.未 遂 ・既遂 の別 事前の相談の有無

表3に 企 図毎の飲酒 の有無 と診断 を示 す。飲 酒 していた者が44例 、 していなか った者が

128例 、不 明が90例 であ る。診断 は気分障害F3お よび神 経症性 障害F4が 多 く、 これ も他

施設 と同様の結果で ある。F4の 中ではF43.2適 応 障害 とされる ものが圧倒 的に多 い。

表3.企 図時の飲酒の有無 診断(ICD10に よるもの)

企 図手段 を表4に 示す。腹 部刺創 は13例 で全体 の約5%で あ り、 その他(頚 部お よび胸部)

の刺創 が12例 、 手首切創 は10例 であった。
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飛麟 鱗 入水
その他医師処

方薬

表4.企 図手段の内訳

症例 性別1年 齢 牒 の 響 診断ICD1°

鑑 欝 甲 鱒叢難 縫灘 灘懸 ・ 嶽難馨 げ

2男 塗0歳代 あり あサ 縫02

・ 難 鍵 懸灘雛 灘灘
,瞬

、 男 翻齢 なし 糀 ㈱

あ 　ホ 　 ロ 　　 おな サバ 　 ボ ヨ ほ ぬ れ　 う れ へ い

撫 懲灘 織繕 醸 講灘露難
6男5◎ 歳 代 あり なしF432

叢 欝灘蕪、霧雛鱒叢構 鱗 獄灘 鑛繊懲
蒙鍵繋藪灘 藻鑛 叢嚢 難講霧嚢肇内

8第 ㈱載 代 なし 獄し な彰

籔 難難灘霧雛灘難鵜繊

10女30歳 代 な彰 なし 鱗32

総鰭織難鱗懸講灘購灘鎌羅 灘醗
1歪 女8の 歳代 なし なし 段20

窮◎3

鎖 鑛 ・ 灘 羅懸 鑛 驚 繋簾 、 簾雛

その他住居の問題
医療上の問題

表5.企 図の背景

背景1鵠 茸科的 退室後

1懇懇欝撫雛 叢難灘 難豹懸騰織 懇懸叢 灘懸1… 難難麟難雛

難 灘鑛貿 で

交際相手との昌論中に企図 拒杏 自薯退院

糞灘欝懸灘蕪獲懸欝懸鑛欝難 繋霧難・馨藁.難嚢難馨 灘灘鶴 霧

妻と羅論中に企図 あ秘 精紳耕λ騰

驚盤灘 難懸懸灘 難難講1懸繋

職難 の議 擁 鵠 鎌

騰繋雛獺簾懇 蕪 嚢難 醸 糠難 蓬懇.懸 犠
譲弔難蒙鑛聴・叢 縫難難襲鑛 一一

岡棲相手と壌論劇 ミ企図 癒蕎 鎧宅選院

雛難鰍 鎌難灘難灘灘1霧灘灘 鱒 難縷

病苦 あサ 絹妻申秘λ院

叢鯉盤鑛纏馨 難嚢難講難難灘 。灘 灘灘難霧
腹 部の心 気症縫 あ騒 身体 科病院

に転院

懇 懸鐙雛 叢難懸 鱗.灘 繊謬 一 灘灘雛'棄一._.

表6.腹 部刺創による自殺企図13例
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腹部刺創 による自殺企図患者の詳細 を表6に 示す。男性9例 、女性4例 であ り、女性1例

が既遂 している。事前 に相談 した者 が3例 、飲 酒時 の企 図が5例 、適応障害(F43.2)と 診

断 された者が6例 であ る。

企図後 に 「これが原因であ る」あ るい は 「原因で はないか」 と本人お よび家族が話 した内

容お よび企図時の状況 を 「背景」の欄 に記す。交際相手あ るい は配偶者 と口論 中に相手の 目

の前 で企図 したとい う者が6例 お り、大 きな特徴 といえる。表5は これをまとめた ものである。

精神科 的関与 を拒 否 した者が6例 あ り、 これ も特 徴的であ ると思われた。 これ らは全員男

性 であ り、怒声 をあげて精神科医 を追い払 う者か ら(症 例2、5)、 「これ は自分の力 で解決す

べ きことで、他人の力 を借 りるよ うな種類 のこ とではない」 と断 る者 まで(症 例3、6、8)

さまざまであった。 中には 自宅 に帰 る ことを拒 否 し、精神科 に入院 しなが ら精神 科医の関与

を拒 む といった、矛盾 した行動 をとる者 もいた(症 例7)。

比 較の 目的 で、腹 部以外の刺創(胸 部お よび頚部)に よる 自殺企 図患 者12例 の詳細 を表

7に 示す。男性7例 、女性5例 であ り、男性2例 が既遂 している。事前 に相 談 していた者は

1例 のみ で、企 図時 の飲 酒 は2例 、適応 障害(F432)と 診断 された者 は4例 であ る。他者

の 目の前 で企 図 した者 はお らず、精神科 医の関与 を拒否(自 分 には必要 ない と断る)し た者

は男性1例 のみ であった。

症例1酬1聯 暇 爾側 簗》自の有1診 酬CD1°1韻1奪 醐 礪1退 至後

欝鰻 撚 懸総灘 雛.
2男70歳 代 なし あ"

嚢 舞難難搬灘 轍

4男20歳 桟 なし なし

縫 鎌灘難 雛騰灘

6男50議 代 与客明 朔醇鵤

舞懸 繋 欝籔麟 鐵 藤 灘霧こ一

8女2◎ 歳代 なし なし

懇 灘難霧難
雛灘灘

10女7{}歳 鶴 なし なし

繊灘懸難灘
12女4◎ 歳代 あ嚇 なし

一熱難轟難 灘藻懸 騰 灘1灘騒 灘欝鑛嚢
F432妻 の入院 あ攣 精神耕外来

獺懸雛 灘鑛 顯 雛 織 灘 鰯 難繊.一、灘難 懸 鱗
F2◎0糖 神病症状 あ鱗 精神辮病饒

馨灘灘鐵難難 羅難,灘難難懇灘鍵
不明 不明 なし 死虐

F200精 神病症状 あ秘 鞘神群病院

鰹灘難難 霧騰 灘難 鰻難1灘 鎌

F昭2案 期癌 本人奮ま企図の詑憶なし あサ 鵜神料欝来

灘難灘 難 懸灘 懸1灘霧霧灘灘欝難1難灘 灘懸灘
牲会懇怖 引きこも鱗を悩ん噸い錠 あ9糖 雑轡病院

表7.胸 部 ・頚部の切創、刺創による自殺企図12例
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3.切 腹 と 日本人

広辞苑 によると切腹 には二つの意味があ り、

① 腹 を切 って死ぬ こ と。平安末期以後武士が 自刃す る場合 の風習。割腹。屠腹。 は らきり。

② 江戸時代、武士 に科 した死罪の一つ。検視の前 で自 ら腹 を切 る ところを介錯人が首 を打 ち

落 とした、 とあ る4)。

これ らに共通す るの は、 自殺す るための方法であ る ということであ り、 中世 に渡来 した宣

教師が持ち帰 った記録 をもとに、欧米的 な観念、価値観か ら判断 された こ とであ る。 これ ら

は後に"Harakiri"と して 日本人が未 開、野蛮 な民族 であ ることの証左 として用 い られ るこ

とにな る。

千葉徳爾 はその著書 『日本 人はなぜ切 腹す るのか』 において、切 腹 につい て詳細 に論 じて

いる。それ によると切腹 に は一文字腹(左 の脇 に短刀 を突 き立てて右 に引 き回す)や 十文字

腹(一 般的 には一 文字 に切 った後 に縦 に切 開 して十の字 に した もの)、 稀で はあるが、縦 一

文字 に切 開 した もの も記録 にあ るとい う4)。

そ して獣 や魚 の解体 において、 普遍 的な方 法であ る縦 一文字ではな く、苦痛 が比較 的少な

く、施行 が他 の二つ よ り比較 的容易 な一文字の切 腹が一般的であった こと、切 腹のみで は死

に至 る時間が極 めて長 くかか る ことを主 な理 由 として、「死ぬ前 に何か を行 うことを考 えた

か ら」切腹 を選 んだのではないか として、単純 に 自殺 の方法 と考える ことに疑 問 を呈 してい

る4)。

江 戸時代 に正式 な形 で行 われた切腹 はそ う多 くは なかった と言 われて いる4)。 それ に も

関わ らず、 日本人 は芝居や小説 な どを通 じて、切腹 は 日本 人の とる伝統 的な死 であ り、 い さ

ぎよ く立派 な ものであ り、行 った者 の名誉 を維持 あるいは回復す る もの と考 えて きた。 それ

は 日本人 に とって の普遍的 なイメージ として とらえてよい もの と思 われる。

本稿 の執筆 に当た り、CCMCに 勤務 す る知人の医 師に疑 問点 を問い合 わせた ところ、 「切

腹の ような高 尚な もの と、実際 に腹 を刺 して搬送 され て くる患者 との 間に共通点が ある とは

どうして も思 えない」 との正 直な感想 をいただいた。最先端の医学 に携 わる医師 にとって も、

切腹が高尚 なもの として認識 されてい ることは大変興味深 く、前述の内容 を支持す る もの と

思われた。

ただ し、 これは 自殺が神 に対す る罪であ ると考 える欧米の人 々には どの ように して も理解

し得 ない、不可解 な事柄 であ るらしい。幾人かの欧米の心理学者や精神科医 に説明 を試みた

が、「名誉 のための 自殺 」 とい うふ うには理解 され得る ものの、「結果 として死 に至 るが、い

わゆる欧米 人の言 うところの 自殺 とは異な る」 とい う説明 にはもう一つ納得がいか ない よう

であった。文化 の根 本的な違 いに根 ざす ものであろ うと思われる。

ルース ・ベ ネデ ィク トは 『菊 と刀』 におい て、 「死 んだ気 になって頑張 る」 とい う言 葉の

不可解 さにつ いて述べ てい る。「死 んだ気 」 とい うのは、欧米人 に してみれば もうなんの気
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力 も残 っていない状態 であ り、そ の ような状態 で頑張 れるわけがないではないか とい うのが

そ の理 由で あ り、 やは り上記が 日本 人特有 の民俗 である ことを裏付 ける もの と思 われる5)。

4.内 臓の象徴的意味

前述 の千葉 は切腹が単純 に死そ の ものを 目的 とした ものではないこ とを指摘す る文献 とし

て、新 渡戸稲造 の著書 『武士道』 をあ げてい る4)。 それ による と、原始 ・古 代 の人類 に普

遍的 に思考 されて いた とみ られ る 「内臓 占い」か らヒン トを得 て、 人の真心が その内臓 に宿

る と見 た古代人の信念が、腹 を切 り開 いて本心 を示す 目的 で切腹 とい う行為 を発生 させ たの

だ とい う4)。

内臓 占い とは原始文化の なかで は もっ とも広 く世界各地 に分布す る もの の一・つで、動物 を

殺 して内臓(広 義 には羽 毛、皮 膚、骨、 甲羅 な ども含 まれる)を 観察 し、 あ る種の形、色、

斑紋 な どが認め られ るか否 か によって、 それ まで立て ていた予想 が当 たったかはずれ たか、

あ るい は可、不可か などを判断す るものだ とい う4)。

人体 において も内臓の色がその人の特徴 を示す といったこ とが、世界の広範 囲にわたって

信 じられてお り、 また内臓 は生 命力の源 とも考 え られ てお り、 これ を病人 に与 える 目的 で、

あ るい は女性 が身の潔 白(妊 娠 してい ない こ と)を 示すため などさまざまな 目的で、 自 らの

腹 を切 り裂 く行為 はアジア地域で広 く行われた らしい4)。

日本 と同 じ島国であ るアイル ラン ドには、神が戦 って飛 び出た内臓 をふ たた び腹 に収 めた

のち絶命 した とい う神話があ る。切 腹 と逆の話であ るが、内臓 が活力や生命の源であ るとい

う思想 は共通 して見て とれ る。

ギ リシャ神話 において は、大神の怒 りに触れた プロメテ ウスが岩 につ ながれ、内臓 をワシ

に食われる刑 罰 を受け るとい う くだ りがあ る。傷 は一 日で再生す るが、毎 日繰 り返 され、 こ

れはヘ ラクレス に救 出 され るまで続いた。 ここで は内臓 の露出 は、神の与 える究極の罰 とい

う形 で表現 されている。

5.切 腹 の象徴 的意 味

日本において も同 じく内臓 を生命 力の源 とす る思想があ り、内臓 を露呈す ることは、その

人の本意 、 まこころ を示 す ことである と考え られ、お もに東北 地方において行われていた切

腹 が、人の移動 とともに次第に 日本全 国に ひろ まっていった とされている4)。

古代 人が腹 部に魂 が宿 る と考えた ことは間違いない ようであ る。「腹 が据 わ る」「腹 を割 っ

て話 す」「腹 を くくる」 など と、腹 と精神性 とを結 びつけ ることわざには枚挙 にい とまがな

い。 また腹部 の こ とを幼 児語 で 「お なか 」 とい うが、昔 は 「御 中」 と書 いた よ うで あ る。

「おなかが いたい」 と自 らの心 の痛 み を表現 して登校 を渋 る子 どもに、 われわれ は今 もその

名残 を見 るこ とがで きる6)。
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千葉 に よる と、時代 を経 る とともに 「まこ ころ を示 す」 といった切腹 本来の意味は次第に

薄れ、す なわち腸 をつかみ 出す、長 時間生 きなが らえる といった ことを しな くな り、喉 を刺

す、胸 を刺す といった補助手段 に よって苦痛 を避 ける ようにな り、 また介錯 を行 って これを

助 ける ようになった とい う4)。

腸 をつかみ だす行為 その もの も、次第 にその者 の勇敢 さを示す方法 として見 られる ように

なる。切腹 その ものは封建制へ至 るなか で、実際 には武士 の名誉 を重 ん じた死刑 の一種 にな

り、そ の過程 で腸 を露 出す る行為 は、主君 に もの申す行為 として忌 むべ きもの となる。 そ し

て最終 的 に 「死 に よって 自己の最終責任 を果 たす」 とい う事柄 が、 日本 人の責任 の取 り方

とい う共通 の民俗 になる としてい る4)。 死 によって 自己の最終責任 を果 たす とい う考 えは、

日本の高い 自殺率 の一 因 と見 なされ ている。

「まこころ を示す」「分 かって もらう」 とい うことと、「勇敢 さを示す」 とい うこととの 問

には共通 点が見 られ る。す なわ ち 「人 に見せ る」「示す」行為 であ るとい うことであ る。千

葉 は切腹 とエ ロチ シズム、精神的昂揚、勇壮 さや 自 らの正 当性 の誇示 な ども背景 因子 として

指摘 してい る4)。

6.腹 部刺創による自殺企図の検討

ここで13例 の症例を通 じて現代人の腹部刺創 を、前述 した 「口論中に相手の目の前で企

図する」「精神科的援助を拒否する」という2点 について主に考えてみたい。一文字腹や十

文字腹などをこころみた者はいないので、切腹と呼ぶことはできない。すべて刃物を腹部に

突き立てるあるいは表面を広範囲にわたって切るなどした後で、自身か近 くにいた者が救急

搬送を依頼した症例である。

① 口論中 に相手の 目の前 で企 図する

口論 中に相手 の前で企 図す る症 例が多 いこ とは、前述 した ように、切 腹の 「人 に見せ る」

「示す」行為 とい う側面 と、多少 関連があ るのでは ないか と思 われる。切腹 は本 来、 内臓=

まこころを示 す手段 であったわけだか ら、その名残 とい えるか もしれない。

口論 中であ るので、多分 に興奮 してお り衝動性の高 まった状態 であった ことが予測 され る。

アル コールや薬物 との関連 を考慮 しなければな らないが、企図時に飲 酒 していた ことが判明

した者 は1/3で あ り、すべ てをアル コール と結 びつける ことは難 しい。

ただ企 図時には飲酒 していなかったが、普段 か らアル コールに関連 する問題 行動 が多かっ

た者 、男性 患者 のなかに家庭 内暴力(DomesticViolence以 下DV)加 害者であ った者 が少

なか らず含 まれていた。症例数が少 ないためこれを もって関連が ある と断定す るこ とはで き

ないが重要 な特徴 であ り、今後 の検討課題 である と思 われる。
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②精神科的援助を拒否する

企図後に援助を拒否する者は一定の割合でおり、一般的に男性に多い。それは通常、援助

希求性の性差などか ら説明される。たとえば精神科を受診する者は女性に多 く、それは自ら

の問題を誰かに相談 して解決 しようとする者が女性に多いこと、すなわち女性の援助希求性

が高いことが一因であるといえる。

女性にも援助を拒否する者はいる。それは未熟な人格の者が些細な葛藤を抱えることがで

きずに容易に行動化(過 量内服や手首切創など)に 至 り、その後 も内省や反省がで きずに、

退院を要求するケースに多い。内省、反省の不十分については、過量内服であっても通常1

日～数日で回復することがほとんどであ り、その間、本人に意識がないこととも関連 してい

る。

しかし、刺創となると手術、術後管理、その後の創処置 といった医療者 との身体的治療に

よる関わ りが濃厚となる。身体的治療 は精神療法的な意味 も有する。さらに患者は必然的に

長期間の臥床 を余儀なくされることにな り、日常生活動作の多 くを医療者に依存することと

な り、心理的には退行する。入院期間が長ければ、面会者や精神科医と話 し合う期間 もそれ

だけ長くなる。

このような状況下で変容(そ れまで気づかなかったこころの欲求を意識にもたらし実現す

るための一時的な私性の喪失や退行を伴 う、こころの移行であ り、結果的により円熟 した人

間となる)を 経験 し、再生するものは多い7)。 これは企図によって起 こるポジティブな結

果 といえよう。

従って、腹部刺創で入院した男性の2/3が 精神科的関与を拒否するというのは顕著な特徴

といって差 し支えないであろう。関与を拒否するから内省がなく変容がないとは一概に言え

ないが、彼 らにとって精神的援助 を受け入れることが、彼 らの主義に反 し美意識を著 しく傷

つけることであるとは推測される。

③性 差による違い

腹部刺創 によ り企図 した女性患者 は4例 であ り、 うち1例 は死亡、1例 は明 らか な精神病

症状 に よ り企 図 に至 った もので、入院 中に認知症症 状 も出現 し、本 人か らの聴 取 は困難で

あった。残 りの2例 は特 に援 助 を拒 否す るとい うこともな く、医療者 との関係 も良好で あっ

た。

この性 差は援助希 求性 の違いに よる とも思われ るが、他の企図 と比較す るとよ り顕著であ

る。 おそ らく男性患 者 には本 人な りのmachismoあ るいは 自己愛が よ り顕著 に背景 にあ り、

加 えて衝動性 が高い者が多い。 この本 人な りのmachismoは アル コール問題 やDVな どとも

共通す る ところがあ り、共存 した場合 には しば しば警察沙汰に発展 する。
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④海外における腹部刺創

海外 における自殺企図については、切創と刺創 とをまとめて分類 した報告がほとんどであ

り、いわゆる手首切創の患者であることが推察されるため比較できない。腹部刺創を分類 し

ている報告も散見されるが、ごくわずかであ り、症例数がほとんどなく、検討 もなされてい

ないようである8)。

千葉は自殺の一手段 としての切腹が今後減少 してい くであろうと予測 している4)。 腹部

刺創が切腹の本来の意味であった 「本心を示す」 といった名残をとどめているとしても、 日

本人の切腹に対 して持つイメージの変化につれてやはり減少 してい くのではないかと思われ

る。

7.症 例のまとめ

千葉が述べるように、切腹が長い時間を経て 「死 によって自己の最終責任を果たす」とい

う日本人共通の民俗になったとすれば、その残津はすべての自殺企図に通底しているとも思

われ、男性の行 う腹部刺創において切腹 との関連を見いだそうとすれば、次のことがあげら

れる。

本人な りのmachismoを 強く持ち、現実検討能力に乏しく、衝動性が高 く、少なからずア

ルコールに親和性を持つ者が追い詰められた状況下で行うことが多いといえる。アルコール

に関連することは多分にその人が無意識的であることを意味し、それだけわれわれが共通 し

てもつ普遍的な部分が現れやすいのではないかと推察される。

衝動的であり、 しかも無意識の関与が大 きいか らこそ形になって現れる行為であるが、行

為を行 うのは現代人である。従って中世の人とは死生観 も異なり、それに対する入念な準備

もない。このため幸いにも既遂に至る数はきわめて少ない。

「本心を見せる」「分かってもらう」 という日本人にとってもっとも象徴的な行為であるに

も関わらず、男性の場合は本人の考えるところのmachismoあ るいは美意識のために精神的

な援助が難 しい場合が多い。

搬送先で救命された後、精神科医の関与を必死に拒む姿か らは、現実 と本人の思 うところ

の男 らしさとの問で苦 しみもが くさまが伺われる。か くして関わる救急医にすれば、「切腹

との共通点など見いだせない」 とうつるのであろう。

8.お わりに

日本人にとっての切腹を通 して、内臓の象徴的意味にふれなが ら、現代における腹部刺創

について検討し、切腹との共通点について考察 した。

ここで昔の切腹は高尚であ り素晴らしいと言っているのではない。現代人とそれ以前の 日

本人とは受けた教育も環境 も違 うため単純な比較や評価ができるものでもない。
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この ような観念 はわれわれの意識の奥底 にしまわれてお り、通常の生活で は顔 を出す こと

は ない。 ただ前述 した よ うな人 々において衝動 的か つ無意識 に行 わ れ、outrageousな その

人のあ り方 として表現 されるのが、現代 の切 腹 と しての腹部刺創 であ るとい えよう。
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